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写
真
の
整
理

ぇ

栄さん (83歳)

「
昭
和
田
十
四
年
か
ら
、
写
真
を
撮

り
始
め
て
、
今
で
は
ア
ル
バ
ム
が
五
段

の
戸
棚
に
一
杯
に
な
り
ま
し
た
L

中
村
の
堀
内
さ
ん
は
、
写
真
に
趣
味

の
短
歌
を
つ
け
て
整
理
し
て
い
ま
す
。

「
団
体
旅
行
に
い
っ
て
、
良
か
っ
た

と
田
ゅ
う
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
お

こ
う
と
思
い
、
何
か
形
に
残
る
も
の
で
」

と
写
真
を
撮
り
始
め
ま
し
た
。

人
物
写
真
は
あ
ま
り
撮
影
し
て
い
な

く
て
、
風
景
写
真
が
大
部
分
を
占
め
て

お
り
、
「
短
歌
だ
っ
た
ら
三
十
一
文
字

で
説
明
で
き
る
か
ら
」
と
思
い
出
の
あ

る
写
真
を
整
理
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
口
止
か
弱
く
な
っ
た
か
ら
、

あ
ま
り
撞
影
に
出
か
け
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
、
今
は
ア
ル
バ
ム
を
整
理
す

る
の
が
一
番
の
楽
し
み
と
い
う
こ
と
で

す。

通内堀私の楽しみ③

今月号の主な内容

O大洲市健康マラソン……・2P
O冨士山に新展望台…・・・…3P

o ij頼戸大橋，88・四国」… 3P

Oさくらまつり閉幕・・H ・M ・....4P

O献封の心を伝えよう H ・H ・...4P 

O狂犬病予防注射....・M ・-…・ 5P

O奥さん訪問…....・H ・....…・ 6P

Oカメラスケッチ・H ・H ・..…… 7P

O保健センタ だより・・H ・H ・.8P 
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第
五
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン

恒
例
と
な
っ
た
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
、

一
一
月
十
四
日
に
市
民
約
千
四
百
人
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
午
前
十
時
に

キ
ロ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト
、

後

三
キ
口
、
六
キ
ロ
の
コ
ー
ス
も
次
々
に
ス

タ
ー
ト
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
体
力
に
応

じ
た
コ
ー
ス
を
元
気
に
走
り
抜
き
ま
し
た
。

そ
の

健
康
マ
ラ
ソ
ン
は
、
昭
和
五
十
九
年

か
ら
始
め
ら
れ
、
今
年
で
五
回
目
。

開
会
式
で
は
、
近
田
名
誉
大
会
長
が
、

「
お
年
寄
り
か
ら
若
い
人
ま
で
、
自
分

の
体
力
に
応
じ
た
健
康
守
つ
く
り
を
し
て

く
だ
さ
い
L

と
あ
い
さ
つ
、
そ
の
後
、

西
大
洲
の
白
石
良
一
さ
ん
親
子
が
選
手

宣
誓
を
し
て
、
午
前
十
時
に
い
よ
い
よ

市
民
会
館
前
を
ス
タ
ー
ト
。

コ
ー
ス
は
、
六
キ
ロ
(
一
般
男
子
、

高
校
男
子
)
、
二
一
キ
ロ
(
小
学
三
、
四
、
五
、

六
年
、
中
学
生
、
一
般
)
、
二
キ
ロ
(
フ

ァ
ミ
リ
ー
、
六
十
歳
以
上
)
の
二
一
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
各
ク
ラ
ス
で
十
位
ま
で

の
入
賞
者
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
(
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス
を
除
く
)

ま
た
、
完
定
者
に
は
完
走
証
が
送
ら

ト
れ
ま
し
た
。

一

各

コ

i
ス
の
入
賞
者
は
、
次
の
と
お

;
り
で
す
。
(
一
二
位
ま
で
、
敬
称
略
)

に
一
六
キ
口
一
高
校
男
子
①
大
門
啓
紀
(
土
口

気
回
高
)
加
分
別
秒
②
宮
崎
進
一
(
大
洲

元
農
古
同
)
幻
分
日
秒
③
松
本
、
丈
弘
(
大
洲

げ
由
良
一
品
)
泣
八
万
円
出
秒
一
般
男
子
①
尾
k

g
博
和
(
大
洲
)
辺
分
日
秒
②
二
宮
守

会
(
若
宵
)
辺
分
却
秒

民
一
三
キ
口
一
一
般
女
子
①
磯
崎
静
(
中
村
)

市
日
八
刀
却
秒
②
河
内
明
美
(
肱
川
町
)
H

A

分
但
秒
③
古
沢
カ
ヨ
チ
(
新
谷
)
比
分

お
秒
一
般
男
子
①
佐
相
和
希
(
若
宮
)

叩
分
担
秒
②
村
本
知
律
(
新
谷
)
日
分

日
秒
③
当
川
幅
光
(
中
村
)
日
分
日
秒

小
学
四
年
女
子
①
新
家
亜
紀
子
(
蔵
川

小
)
日
分
臼
秒
②
土
居
百
合
子
(
平
小
)

ロ
分
ロ
秒
③
西
野
恵
利
千
(
大
成
小
)

ロ
分
お
秒
小
学
五
年
女
子
①
宮
川
直

美
(
蔵
川
小
)
ロ
分
出
秒
②
後
藤
玉
季

(
粟
津
小
)
ロ
分
開
秒
③
上
回
悦
子
(
と

須
戒
小
)
ロ
分

ω秒
小
学
校
六
年
女

子
①
永
田
芳
子
(
蔵
川
小
)
日
分
加
秒

②
富
永
正
子
(
蔵
川
小
)
日
分
却
秒
③ 企白石良ーさん親子が選手宣誓

神
田
順
子
(
蔵
川
小
)
日
分
叫
秒
小

学
四
年
男
子
①
山
首
孝
(
蔵
川
小
)
H

分
包
秒
②
大
元
博
(
蔵
川
小
)
日
分
お

秒
③
竹
田
寿
(
柳
沢
小
)
日
分
お
秒

小
学
五
年
男
子
①
河
内
要
二
(
蔵
川
小
)

日
分
口
秒
②
二
宮
潤
(
平
小
)
日
分
団

秒
③
田
丸
光
伸
(
上
須
戒
小
)
日
分
団

秒
小
学
六
年
男
子
①
末
広
知
昭
(
平

野
小
)
日
分
臼
秒
②
新
田
伝
弥
(
上
須

戒
小
)
日
分
日
秒
③
増
田
大
介
(
大
成

小
)
日
分
何
秒
中
学
生
女
子
①
藤
本

順
子
(
大
川
北
中
)
日
分
臼
秒
②
中
村

幸
恵
(
大
洲
北
中
)
ロ
分
叫
秒
③
松
本

こ
ず
え
(
大
川
南
中
)
口
分
叩
秒
中

学
生
男
子
①
久
保
英
喜
(
大
洲
南
中
)

日
分

ω秒
②
板
倉
崇
浩
(
平
野
中
)
叩

分
出
秒
③
稲
葉
純
(
新
谷
中
)
日
分
叩

秒
一
二
キ
ロ
}
印
歳
以
上
①
森
本
徳
男
(
大

竹
)
8
八万

ω秒
②
山
岡
定
夫
(
新
谷
)

日
分
幻
秒
③
口
石
一
(
五
郎
)
叩
八
刀
羽

小

y
イ玄

q

η
〆
ι

企もうすぐゴールだ

....上位10人に表彰状が送られました
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大

地
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つ
つ
じ
ゃ
桜
の
名
所
と
し
て
有
名
な

冨
士
山
公
園
に
新
し
い
展
望
台
が
完
成

し
、
二
月
二
十
四
日
、
落
成
式
が
行
わ

九れ
月幸斤ま

11恥 lこ し し
着いた
工展
、亡用

三妄主

鉄台
lIiJ は
コ、
ン日召
ク手口
リアて
l 十
ト二
二年

昭和63年 4月1日
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ま 。州、| ま イ苦言 σ〉念:
で 沙し博望し
の 弥 た 」ま
百 土也 o 7うf しそ
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望

瀬戸大橋と博覧会会場

ミス瀬戸大橋がお待ちしています

十
五
日
間
で
、
メ
イ
ン
テ

i
マ
は
己
父

流
と
創
造
|
一
一
ト
I

一
世
紀
へ
向
け
て
し

で
す
。パ

ビ
リ
オ
ン
は
、
地
方
博
最
多
の
う

十
四
館
、
わ
が
国
初
の

3
6
0
度
全
胤

映
像
「
ス
イ
ス
ラ
マ
し
ゃ
点
体
映
像
、

マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
最
新
の
映
像
技

術
が
博
覧
会
に
集
ま
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
吐
き
出
す
水
を
霧
に
し
て

し
ま
う
「
霧
の
噴
ぷ
」
、
人
間
そ
っ
く
り

の
動
き
を
す
る
「
サ
イ
ボ
y
ト
L

、
世
界

一
の
大
観
覧
車
や
ホ
ワ
イ
ト
タ
イ
ガ
l

十
六
頑
に
よ
る
猛
獣
シ
ョ
ー
な
ど
兄
ど

こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
。

四
月
九
日
に
は
新
市
謙
治
、
十
日
に

は
酒
井
法
子
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
。

詳
し
く
は
、
例
香
川
県
瀬
戸
大
橋
架

橋
記
念
博
覧
会
協
会
へ
。

宮

0
8
7
7
⑮
2
2
1
3

3 

洲

盆

広

富
士
山
に
新
展
望
台
完
成
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V
三
月
二
十
五
日

開
幕
式
・
観
桜
会

V
四
月
一
日

1
五
日

協
賛
大
売
り
出
し

V
四
月
三
一
H

茶
会

(
9
時
1
日
時
、

城
山
公
園
)
、
カ
ラ
オ

ケ
の
ど
自
慢
大
会
(
日

時
1
日
時
、
城
山
児
童

館
前
)
、
子
供
マ
ン
ガ

映
画
大
会
(
日
時
1
日

時
、
城
山
児
童
館
)
、

も
ち
ま
き
(
日
時
1
日

時
日
分
、
児
童
館
前
)

NHK学園生徒募集

一
一
月
二
十
七
日
、
中
央
公
民
館
で
大

洲
藤
樹
会
(
西
村
広
海
会
長
)
の
主
催

で
「
藤
樹
を
語
る
会
し
が
聞
か
れ
、
会

員
約
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
西
村
会
長
が
「
大
洲

に
ゆ
か
り
の
深
い
藤
樹
先
生
を
身
近
な

も
の
と
す
る
た
め
、
昨
年
は
藤
樹
ま
つ

り
が
復
活
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
藤
樹

先
生
を
身
近
な
も
の
に
す
る
運
動
を
続

け
な
く
て
は
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
と
し
て
近
田
市
長
は
「
藤
樹
の

心
を
現
代
に
生
か
し
、
普
及
さ
せ
な
け

れ
ば
」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
藤
樹
先
生
の
心
を
い
か

す
教
育
の
実
践
」
を
テ
l
マ
に
、
二
宮

秀
典
教
頭
会
長
、
高
井
吉
雄
藤
樹
会
副

会
長
が
問
題
提
起
を
し
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

N
H
K
学
園
で
は
、
生
涯
学
脅
講
座

と
高
等
学
校
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
(
通
信
教
育
)

V
生
涯
学
習
講
座
教
養
と
趣
味
を
深

め
る
た
め
の
書
道
、
俳
句
、
周
碁
な
ど

四
十
一
講
座

V
高
等
学
校
(
普
通
科
コ

l
ス

)

四

年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が
取
得
で
き

ま
す
。詳

し
く
は
、

N
H
K
学
園
へ
。

一
丁
一
八
六

i
O
一
東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
二

l
二一六

N
H
K
学
園
八

E
十
一
係
、
電
話
に
よ
る
受
け
付
け
も

し
て
い
ま
す
。

宮

0
4
2
5
⑫
3
1
5
1

※
申
し
込
み
は
、
四
月
十
五
日
ま
で
。

軽
自
動
車
税
を
減
免
(
闘
害
訓
)

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
子
帳

ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
入
で
、
一
定
の
条
件
に
当
て
は
ま
る

人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
ま
す

の
で
、
市
税
務
課
へ
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象
と
な
る
人
身
体
も
し
く
は
精
神

に
障
害
が
あ
る
た
め
、
歩
行
の
困
難
な

入
、
ま
た
は
十
八
歳
未
満
の
身
体
障
害

者
な
ど
と
生
計
を
一
に
す
る
人
。

叙
位
叙
勲
の
届
け
出
を

(
戦
没
者
遺
族
な
ど
)

V
昭
和
十
五
年
四
月
二
十
九
日
以
降
に

戦
争
に
関
す
る
勤
務
に
従
事
し
、
こ
れ

に
関
連
し
て
死
没
し
た
旧
軍
人
軍
属
等

に
対
す
る
叙
位
叙
勲
を
受
け
て
い
な
い

遺
族

V
定
例
叙
勲
の
発
令
が
、
昭
和
十
五
年

五
月
以
降
昭
和
二
十
一
年
同
月
ま
で
の

聞
に
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
勲

記
ま
た
は
勲
記
及
び
勲
章
が
伝
達
さ
れ

て
い
な
い
旧
軍
人
軍
族
ま
た
は
そ
の
遺

た
だ
し
、
身
体
障
害
の
等
級
や
程
度

に
よ
っ
て
減
免
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

対
象
車
両
業
務
用
以
外
の
車
両
で
自

動
車
ま
た
は
軽
自
動
車
な
ど
の
い
ず
れ

か
一
台
(
軽
自
動
車
は
市
税
務
課
へ
、

白
動
車
は
県
の
八
幡
浜
地
方
局
税
務
課

へ)
用
意
す
る
も
の
障
害
省
子
帳
、
免
許

証
、
印
鑑
。
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す

る
人
が
運
転
す
る
車
両
の
場
合
は
、
福

祉
事
務
所
ま
た
は
戦
傷
病
者
の
援
護
事

務
を
担
当
す
る
機
関
の
証
明
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

受
付
期
間
同
月
一
日

1
四
月

A

二
十
H

詳
し
く
は
、
市
税
務
課
軽
自
動
車
税

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
2
4
3

4 

↑矢
ふ
れ
H
MV

定
期
ま
た
は
臨
時
叙
位
の
発
令
が
、

昭
和
十
九
年
一
月
以
降
昭
和
二
十
一
年

四
月
ま
で
の
聞
に
行
わ
れ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
位
記
が
伝
達
さ
れ
て
い
な
い

旧
軍
人
軍
族
ま
た
は
そ
の
遺
族

該
当
す
る
人
は
、
こ
の
事
務
が
、
昭

和
六
十
四
年
一
二
月
末
で
お
お
む
ね
終
わ

り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
日
十
く
屈
け

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
援

護
係
へ
ο

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
7
5



おおず

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

広報

犬の所有者は、昭 和63年度の畜犬登録・狂犬病予防注射を次のように行いますので、

最寄りの場所へ犬を連れてきてください。

(必ず、印鑑を持参してください)

(1)料金 1匹につき 4，360円

(登録料 2， 1 00円・予防注射料

昭和63年4月1日

2，260円)

月日 土蕩 戸斤 日正寸 間 m込i引がの ~ 

柳沢桐の目ノfスイ亭前 9: 1O~ 9:30 ~ 柳沢居場ノfス停目U 9:40~ 1O :00 

大洲市農協田処居前 10: 10~10 :40 i 

4/11 
柳沢連絡所日日 10:50~11:50 

(月)
菅田朝日集会所 13:10~13:30 月日 土蕩 所 日寺 民守

倉 公 ZZL 三三 A31と4 13:50~14:10 新谷中組お庵前 9:10~ 9:40 

大 竹 分 校 E亦 14: 20~ 14:40 喜多山佐伯商底前 9:50~10:30 

{ 守二ー j幸 集 lZL 三三 所 14: 50~ 15: 10 4/14 新 h lコ 連 絡 戸斤 10:40~11 :40 

菅 田 連 手岳 所 15: 20~ 16: 20 (本) 肱北公民館田口分館 13: 1O ~13:50 

明日香団地Aコープ駐車場 9:00~ 9:30 
川一f一恵玄、北一森一公 民 館 市 木 分 館

14:00~14:40 

大 干艮 鳳 中本 寺 9:40~10:00 児童館別 14:50~15 ・ 30

平野公民館平地上分館 10: 20~ 10: 40 愛 媛 資 中オ +黄 15:40~16:20 

4/12 平 里子 連 ま各 所 10: 50~ 11: 50 ナr 越 集 fZL 三ζ 戸斤 9:10~ 9:40 

伏) 長谷本村集会所 13:20~13:40 宇万 !毛 フ位Tて三 l3L 3ζ 所 10: OO~ 10: 30 

梅 }I/ 公 民 長官 14: 00~14: 20 4/15 上須戒連絡所 10: 40~ 11: 40 

里子佐未公民館!14:40~15:00 (釘 八多浪集会所 13: 20~ 13: 50 

南久米連絡所 15:10~16:10 手J¥成本村集会所 14 ・ 10~14:40

l蔵川日の平集会所 9:20~ 9・40 多喜連絡所 15: OO~ 16: 00 

大洲市農協威川支所目!J 9:50~10:30 三善峠集会所 9:00~ 9:30 

4/13 
大 }I/ 連 車各 所 10:50~11 :50 石 fム 集 メヱ会ミ、 H斤 9:50~10:20 

品山西集会所 13: 20~13: 40 4/18 善 連 高各 戸斤 10: 40~ 11 : 40 
(水)

大洲市農協久米庄前 14: 00~14: 30 (月) 肱北 公民 館五 郎分 館 13: 20~ 14: 10 

只越わかば台団地集会所 14:40~15:10 肱北公民館若宮分館 14: 20~ 15: 20 

|大洲市民会館!15:20~16:30 社会教育センター 15:30~16:30 

日時場所(2) 
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労
働
者
と
人
権

労
働
歌
と
い
え
ば
、
仕
事
に
誇
り
を

も
ち
、
自
ら
の
生
活
を
高
め
る
た
め
に

団
結
を
呼
び
か
け
る
、
勇
ま
し
い
歌
詞

と
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
明
治
時
代
、
製
糸
女
工
の

聞
に
、
次
の
よ
う
な
歌
が
う
た
わ
れ
ま

し
た
。

龍
の
鳥
よ
り
監
獄
よ
り
も

寄
宿
す
ま
い
は
な
お
辛
い

と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
こ
の
歌
は
、
労

働
と
生
活
の
苦
し
さ
を
訴
え
、
最
後
に

う
ち
が
貧
乏
で
十
二
の
時
に

売
ら
れ
て
来
ま
し
た
こ
の
会
社

寄
宿
流
れ
て
工
場
焼
け
て

門
番
コ
レ
ラ
で
死
ね
ば
よ
い

と
結
ん
で
い
ま
す
。
何
と
さ
び
し
い
、

悲
し
い
歌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

昭
和
二
年
に
発
行
さ
れ
た
『
製
糸
女

工
虐
待
史
』
の
中
で
、
佐
倉
琢
二
は
、

「
工
場
に
む
け
る
女
工
の
悲
惨
な
生
活

程
相
、
凌
辱
、
殴
打
、
監
禁
等
々
、
そ

れ
は
世
人
の
到
底
想
像
の
及
ぶ
と
こ
ろ

で
な
い

l
L

と
書
い
て
い
ま
す
。

日
本
の
資
本
主
義
は
、
こ
う
し
て
労

働
者
を
犠
牲
に
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

な
ぜ
労
働
者
は
団
結
し
て
、
こ
の
よ

う
な
収
奪
に
対
抗
で
き
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
悲
し
い
こ
と
に
、
こ
こ
で

人
権
と
同
和
教
育

も
部
落
差
別
が
、
労
働
者
の
不
満
を
そ

ら
す
た
め
に
利
用
さ
れ
た
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
労
働
者
の
悲
惨
な
生
活

よ
り
も
、
さ
ら
に
劣
悪
な
生
活
を
す
る

者
を
例
に
引
い
て

「
現
在
の
生
活
を
幸
福
と
思
え
、
製
糸

女
工
は
尊
い
も
の
、
国
の
宝
」

と
説
教
し
た
の
で
す
。
事
制
政
治
の
時

代
に
、
支
配
者
が
農
民
に
い
っ
た
同
じ

言
葉
で
す
。

悲
し
い
こ
と
に
、
労
働
者
の
中
に
は

人
を
差
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

苦
し
い
生
活
を
我
慢
し
よ
う
と
い
う
、

屈
曲
し
た
自
己
満
足
を
し
て
、
我
慢
と

忍
従
の
生
活
に
甘
ん
じ
る
書
が
い
ま
し

た。
さ
ら
に
資
本
家
は
、
若
年
労
働
者
(
十

F

一
歳
の
子
供
ま
で
働
か
せ
て
い
ま
し
た
)

朝
鮮
人
労
働
者
を
低
賃
金
で
酷
使
し
て

全
体
の
労
働
者
の
賃
金
を
低
く
わ
さ
え

る
こ
と
に
利
用
し
た
の
で
す
。

大
正
十
一
年
に
結
成
さ
れ
た
水
平
社

は
、
こ
の
し
く
み
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
心
あ
る
指
導
者
は
、
山
王
別
が
あ
る

か
ら
全
体
が
苦
し
む
。
差
別
が
な
く
な

れ
ば
み
ん
な
の
生
活
が
向
上
す
る
と
い

う
理
論
を
も
っ
て
労
働
者
を
指
導
し
ま

し
た
。部

落
差
別
の
解
消
は
、
す
べ
て
の
労

働
者
の
幸
福
な
生
活
に
つ
な
が
る
問
題

で
あ
る
の
で
す
。

十 5
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V
鹿
児
島
県
の
末
吉
町
生
ま
れ
で
す
。

牧
畜
が
盛
ん
で
、
牛
の
競
り
市
が
よ

おおず広報

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う

大
洲
は
四
季
、
が
美
し
い

城
戸
玉
子
さ
ん
(
坊
麗
数
料
歳
)

く
あ
り
ま
す
。
桜
島
の
灰
も
よ
く
降
っ

て
き
て
、
大
根
な
ど
に
は
い
い
よ
う
で

す
が
、
し
い
た
け
を
作
っ
て
い
る
人
は
、

大
変
な
よ
う
で
す
。

V
昭
和
四
十
九
年
に
初
め
で
大
洲
に
来

ま
し
た
が
、
松
山
か
ら
大
洲
に
来
る
ま

で
、
ど
ん
ど
ん
暗
く
な
っ
て
本
当
に
家

が
あ
る
の
か
不
安
で
し
た
。

V
大
洲
は
、
四
季
の
景
色
が
き
れ
い
で
、

本
当
に
い
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
京
都

や
奈
良
か
ら
友
達
が
き
て
も
、
「
本
当
に

二
月
二
十
日
、
市
民
会
館
で
第
十
一

回
大
洲
市
社
会
福
祉
大
会
が
聞
か
れ
ま

し
た
。大

洲
市
障
害
者
福
祉
大
会
、
大
洲
市

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
町

ο

つ
く
り
推
進

大
会
も
同
時
に
開
催
さ
れ
、
民
生
児
童

委
員
な
ど
の
福
祉
関
係
者
三
百
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

近
田
市
長
が
、
「
み
ん
な
が
協
力
し

て
福
祉
の
ま
ち
♂
つ
く
り
を
」
と
あ
い
さ

て
そ
の
後
、
福
祉
功
労
者
の
表
彰
や

体
験
発
表
、
愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
講

師
の
玉
井
通
孝
先
生
に
よ
っ
て
「
今
、

大
切
な
も
の
を
考
え
る
し
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

き
れ
い
な
景
色
L

と
感
心
し
て
帰
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
大
川
の
景
色
は
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

V
一
家
族
は
、
祖
母
(
カ
子
ヲ
さ
ん
・
剖

歳
)
と
長
男
の
和
彦
(
高
二
、
次
男
の
貴

義
(
中
二
)
、
長
女
の
佐
千
恵
(
小
六
)
、

二
女
の
真
理
恵
(
小
一
一
)
、
そ
れ
に
私
た

ち
夫
婦
の
七
人
で
す
。

V
主
人
(
昭
稔
さ
ん
)
と
は
、
大
阪
で
勤

め
て
い
る
と
き
に
知
り
合
い
ま
し
た
o

v
里
帰
り
す
る
と
き
に
思
う
の
で
す
が

八
幡
浜
か
ら
大
分
に
橋
か
ト
ン
、
不
ル
が

出
来
れ
ば
、
便
利
な
の
に
と
思
い
ま
す

V
子
供
た
ち
に
は
、
人
を
嫌
わ
な
い
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
。

表
彰
を
受
け
た
人
(
団
体
)
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
大
洲
市
長
感
謝
状
一
大
洲
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
{
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
}
民
生
児
童
委
員
功
労
者

沖
本
恒
一
(
大
洲
)
村
上
守
(
大
洲
)

亨
社
会
福
祉
施
設
功
労
者
西
尾
明
子

(
田
口
)
北
岡
タ
カ
子
(
中
村
)
赤
松

千
代
子
(
東
大
洲
)
滝
野
節
子
(
西
大

洲
)
永
田
カ
ツ
コ
(
西
大
洲
)

V
社
会

福
祉
協
助
者
木
裏
藤
チ
(
平
野
)
玉

木
道
輝
(
北
口
〈
)
西
野
陽
子
(
森
山
)

梶
田
勝
明
(
新
谷
)
高
岡
喜
勝
(
宇
和

川
)
坂
田
義
高
(
新
谷
)

V
ま
ご
こ
ろ

銀
行
(
多
年
継
続
)
預
託
者
感
謝
状

大
禅
寺
花
園
会
(
西
山
根
)
フ
ジ
大
洲

庄
労
働
組
合
(
中
村
)
大
洲
保
育
所
母

親
ク
ラ
ブ
(
大
洲
)
肱
北
公
民
館
(
中

村
)
新
谷
保
育
所
(
新
谷
)
大
野
照
雄

(
平
野
)
{
大
洲
市
身
体
障
害
者
協
議

会
会
長
表
彰
一
宮
脇
重
信
(
梅
川
)
大

野
ユ
タ
カ
(
春
賀
)
{
大
洲
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会
会
長
表
彰
一
本
川
孝
子
(
大

洲
)
岩
本
梅
チ
(
東
大
洲
)
{
全
国
民

生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
伝
達
}

永
年
勤
続
民
生
委
員
協
議
会
総
務
功
労

者
土
居
貞
雄
(
梅
川
)

V
、
永
年
勤
続

民
生
委
員
児
童
委
員
大
野
満
子
(
若

宮
)
菊
池
安
儀
(
平
地
)
下
岡
俊
(
上

須
戒
)
石
河
直
子
(
森
山
)
永
見
宗
俊

(
野
田
)
{
愛
媛
新
聞
社
賞
披
露
一
太

出
清
広

新
刊
図
書
案
内

却

世

紀

の

記

録

講

談

社

日

本

原

記

朴

畑

植

著

幕
末
下
級
武
士
の
記
録
山
本
政
恒
著

人
間
臨
終
図
巻
上
下
山
田
風
太
郎
著

近

衛

文

磨

杉

森

久

英

著

わ
が
愛
の
木
に
花
み
て
り石

垣
綾
子
著

森
と
水
の
経
済
学
福
岡
克
也
著

地
図
か
ら
消
さ
れ
た
島
武
田
英
子
著

衛
星
放
送
の
受
信
入
門
改
訂
版

日
本
放
送
協
会
編

む
す
ん
で
ひ
ら
い
で
き

J

海
老
沢
敏
著

歌
わ
な
い
日
は
な
か
っ
た

淡
谷
の
り
子
著

現
代
用
語
の
基
礎
知
識
部自

由
国
民
社

君

な

ら

蝶

に

折

笠

美

秋

著

破

軽

水

土

勉

著

萌

え

る

大

草

原

玉

井

裕

志

著

醒

め

た

炎

と

・

下

村

松

剛

著

高
丘
親
王
航
海
記
溢
津
龍
彦
著

潮

の

道

草

玉

賞

者

見

著

阿

部

昭

日

の

短

篇

阿

部

昭

著

眠

れ

る

霧

に

黒

井

千

次

著

胤

の

家

高

橋

千

凶

著

花

閤

皆

川

博

チ

著

武
田
信
玄
上
・
下
上
野
晴
朗
著

ミ
ッ
ド
ウ
ェ

l
海
戦
津
地
久
枝
著

北

京

の

風

物

部

雲

郷

著

四

重

人

格

タ

ウ

ン

ゼ

ン

ト

著

地
獄
を
見
た
少
年
ス
パ
ン
ヤ
!
ド
著

都
会
の
犬
ど
も
バ
ル
ガ
ス
リ
ョ
サ
著

図

書

館

6 -
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4
『
家
庭
の
味
を
大
切
に

「
家
庭
や
地
域
の
味
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
二

月
二
十
六
日
、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
る
さ

と
の
味
健
康
ま
つ
り
」
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
大
洲
名
物
の
か
に
め
し
な
ど
の
料

理
約
二
十
種
類
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
約
四
百

人
と
盛
況
で
し
た
。

A 美しい歌声を披露

大洲児童合唱同、ふじかげコーラスの主催

で 2月20日、社会教育センターを会場に第 6

回合同音楽発表会が聞かれました。

「どこかで春が」の全員合唱を皮切りに

「ひかるこみち」、「矢車草」などを次々に歌

い、約 150人の聴衆を魅了していました。

利本ヨ寺
ズ 郎庁l

戸 4斗..Q，

U{⑦iJ 

昭和63年 4月1臼

V 若者の力で文化の伝承を
「地域の文化を伝承し、活用しよう」と 2月19日、

市役所 4階会議室 で 生 活 文 化 若 者 塾 が 聞 か れ 、青年

同などから 15人の若者が参加しました。

今回は、 「地域の資源、どう生かすのか」というテ

マ で酒井千春助役の講演、参加者による討論が 行

われ ま し た 。 今 後は先進地視察、報告書作成をする

予定です。

企青年農業者が希望ケ丘荘でもちつき

2月 6口、大沙門m青 年 農 業 者 協 議 会 ( 中 野 一 人

会長)の会員約20人が、菅田の特別養護老人ホー

ム 希 望 ヶ 丘 荘 ( 入 所 者55人)を訪問して、もちつ

きをしました。

入所しているお年寄りのなかには、 一緒にきね

を振るう人も現われ、もちつきを楽しんでいました。

震麹

通
信
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
生
産
現

場
で
働
く
技
能
者
の
み
な
さ
ん
の
た

め
に
、
一
級
・
二
級
技
能
士
課
程
通

信
制
訓
練
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

V
受
講
料

一
級
八

0
0
0円

二

級

六

0
0
0円

V
受
講
期
間
標
準
一
ヵ
年

V
訓
練
科
目
一
級
機
械
加
工
科
、

仕
ト
し
げ
科
、
板
金
科
、
建
築
大
工
科
、

配
管
科
な
ど
一

A

級
塗
装
科
、
印

刷
科
、
一
家
具
製
作
科
な
ど

特
典
確
認
テ
ス
ト
に
合
格
す
る
と

技
能
検
定
の
学
科
試
験
が
免
除
さ
れ

ま
す
。詳

し
く
は
、
愛
媛
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一T
7
9
1

松
山
市
西
垣
生
町

J

一

一
八
四

E
0
8
9
9
⑫
0
3
3
4
 

新
入
学
児
を

交
通
事
酸
か
ら
守
ろ
う

2月末までの

大洲市内の交通事故

現2月末在 昨同 期年

件 数 2 2 2 2 

負傷者 2 8 2 7 

死 者 。 。
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昭和63年4月1日

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
;

乳

幼

児

健
康
診
断

実

施

日

該

当

者

4
月
5
日
(
火
)
昭
和
臼
年
日
月
生
※

4
月
ロ
日
(
火
)
昭
和
臼
年
8
月
生
※

4
月
比
日
(
木
)
昭
和
白
年
9
月
生

4
月
四
日
(
火
)
昭
和
白
年
5
月
生
※

4
月
白
日
(
火
)
昭
和
的
年
3
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
四
時

1
日
時
叩
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持

参

品

母

子

健

康

手

帳

肺

が

ん

検

三Sb
0"，"， 

実

施

日

場

所

4
月
四
日
(
月
)
大
川
連
絡
所

受
付
時
間

8
時

1
日
時

対

象

者

叫

歳

以

上

の

人

料

金

4
0
0
円
(
タ
ン
の
検
査
を

おおず広報

す
る
場
合
)

健

康

相

談

4 
(月
日 10
~日

4
月
口
日

(
日
)

4
月
は
日

(
日
)

4
月
白
日

(
金
)

宮

(
ω
4
5
5
1

清
家
産
婦
人
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
6
8
6
8

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

泉
内
科
(
東
大
洲
)

宮

(
ω
6
4
0
7

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

松
元
産
婦
人
科
(
中
村
)

宮
⑫
3
0
6
7

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

石
川
内
科
(
若
宮
)

宮

(
ω
3
3
0
6

大
洲
中
央
病
院

宮
⑪
4
5
5
1

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

4
月
幻
日
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑫
3
1
6
5

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

(
敬
称
略
)

金

一

封

八

多

喜

楠

野

茂

金
一
封
喜
多
山
久
保
田
仁
郎

金
一
封
(
寒
行
の
一
部
)
西
山
根

大
洲
仏
教
会
大
洲
分
会

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
公
民
館
施
設
整
備
委

員
会
へ
)
丸
亀
市
津
森
町
(
平
野
町
)

池

田

克

彦

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

恋

木

宮

崎

三

金
一
封
(
新
谷
地
区
社
協
へ
)

新

谷

池

田

泰

介

金
一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

大

洲

甲

斐

孝

一

津

田

雅

由

金
一
封
(
大
洲
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

基

金

へ

)

長

谷

西

川

武

男

(
物
品
の
口
座
)

雨
ぐ
っ
二
足
(
入
浴
サ
ー
ビ
ス
用
)

大

洲

匡

名

溢
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

相談こと案内
気軽にごいずれも無料です。

利用ください。

砂交通事故相談

とき 4 月 8 日 10時~15時

4月20日夕

ところ 市役所別館 3階会議室

砂人権相談

と き 4月20日 13日寺~16時

ところ 社会福祉協議会事務局

砂法律相談

と き 4月20日 13日寺~16時

とごろ 社会福祉協議会事務局

砂心配ごと相談

とき 4月 1日、 11日、 25日

13日寺~16時

ところ 社 会福祉協議会事務局

砂家庭児童相談

と き 毎日の執 務 時 間 中

ところ 大洲市福 祉 事 務 所

砂行政相談

と き 4月21日 9時一12日寺

ところ 市役所 1階会議室

急、ぐ時はE⑫ 3794 (玉木)まで

砂社会保険相談

と き 4 月初日 10時~16時

ところ 大 洲 商 工会議所

担 当 松山西社会保険事務所

砂医師・栄養士による健康相談

と き 4月28日 13日寺一15日寺

とごろ 大洲市保健センター

対象的歳以上の人

惨何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館E⑫6100

大川|福祉会館宮③0947

惨不動産無料相談

とき 4 月 15 日 9 時~16時

ところ 宅 建 協 会大洲支部

フヂエ夕、、花庖 2階、常磐田J4

相

談

日

程

4
月
日
日
(
水
)

9

時
却
分

1
日
時

4
月
幻
日
(
水
)

9

時
却
分

1
日
時

場
所
市
役
所
一
階
会
議
室

献
血
の
お
知
ら
せ

実
施
日

4
月
7
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
却
分

1
ロ
時

大
洲
精
神
病
院
日
時
ー
は
時
叩
分

加

戸

病

院

日

時

i
M
時
回
分

4
月
初
日
(
水
)

9
時
加
分

i
M
時

松
下
寿

4
月

3
日

(
日
)

市
立
大
洲
病
院

内
科
医
師
安
代

昭
和

ω年
5
月
か
ら
勤
務
さ
れ
て

い
た
佐
々
木
達
郎
先
生
が
転
勤
と
な

り
、
四
月
一
日
か
ら
そ
の
後
任
と
し

て
、
愛
媛
県
立
中
央
病
院
か
ら
大
久

保
博
忠
先
生
が
就
任
さ
れ
ま
す
。

大
久
保
先
生
は
愛
媛
県
出
身
で
、

消
化
器
内
科
が
専
門
で
す
。

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

建
設
課
か
ら
お
知
ら
せ

か
ね
て
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
る
平

地
慶
雲
寺
線
は
、
昭
和
六
十
三
年
三
月

に
完
成
す
る
予
定
で
し
た
が
、
工
法
の

変
更
な
ど
に
よ
っ
て
工
期
が
伸
び
、
今

年
の
六
月
に
完
成
す
る
予
定
と
な
り
ま

し
た
。工

事
中
、
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
が
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
市
役
所
建
設
課
ま

で
。
宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
5
1

8 -

後

コじ==ロ

四
月
は
、
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

現
代
は
、
電
話
機
の
普
及
の
た
め
、

子
紙
を
書
く
機
会
が
少
な
く
な
り
ま
し

た。
遠
く
離
れ
た
友
人
や
家
族
に
は
、
電

話
で
話
す
よ
り
も
、
手
紙
の
ほ
う
が
心

に
残
る
も
の
で
す
。

(
S
)
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